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特別会計・事業会計

一　般　会　計

会　　計　　名 予  算  額

国民健康保険特別会計 51億2,700万円

事業勘定 49億4,200万円

診療施設勘定 1億8,500万円

公共下水道事業特別会計 7億7,500万円

公営墓地特別会計 2,470万円

農業集落排水事業特別会計 5億5,300万円

会　　計　　名 予  算  額
介護保険特別会計 49億1,100万円
宅地造成事業特別会計 810万円
戸別浄化槽整備事業特別会計 4,590万円
温泉事業特別会計 6,600万円
後期高齢者医療特別会計 4億8,500万円
那珂地方公平委員会特別会計 60万円
上水道事業会計 20億7,300万円

議会費市税 47億3,946万円

その他 9億8,563万円

繰越金 3億円

国庫支出金・県支出金 35億6,652万円

市債（借金）

繰入金 21億4,692万円

交付税・交付金 82億2,947万円

歳　　出歳　　入

2億664万円

その他 4,539万円

教育費 23億7,187万円

土木費 18億3,959万円

農林水産業費 11億9,500万円

民生費 69億8,226万円

公債費（借金の返済） 29億7,022万円

消防費 12億4,664万円

労働費・商工費 4億4,709万円

衛生費 20億1,554万円

総務費 25億8,976万円

19億4,200万円

すべて原案
どおり可決

H30度予算
12件

H29度補正予算
９件

路線廃止・変更
２件

専決処分
１件

人事案件
６件

条例改正
17件

規約変更
１件

条例制定
２件

会　期
2月28日から
3月20日まで

H30年
第１回
定例会

一般
会計

前年度比 1.7%減
219億1,000万円

平成30年度
総　額

前年度比 3.6%減
359億7,930万円
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次の時代へ　道を拓き
　成果を実感できる予算へ



地方譲与税 1.2％
ゴルフ場利用税交付金 0.4％

地方消費税交付金 3.3％

主 な 歳 入 内 訳

地方交付税 70億3,680万円

国庫支出金 22億9,689万円

県支出金 12億6,963万円

地方消費税交付金 7億3,270万円

地方譲与税 2億5,730万円

ゴルフ場利用税交付金 9,210万円

○市税
　市民税 18億7,459万円
　固定資産税 24億6,032万円
　軽自動車税 1億3,933万円
　たばこ税 2億4,622万円
　入湯税 1,900万円

依存
財源
62.7％

県支
出金
5.8％

地方
交付税
32.1％

国庫
支出金
10.5％

繰入金
9.8％

その他
9.4％

その他
5.9％

自主
財源
37.3％

市税
21.6％

主 な 事 業

●学校給食センター施設整備事業
１億5,935万円

大宮学校給食センター及び御前山学校給食セ
ンターを集約し、新学校給食センターを整備
する。

●有害鳥獣捕獲事業
2,005万円

既存の補助事業以外に、新たに箱わなを購入
し、狩猟免許を所持する方へ貸し出し、イノシ
シ被害防止を図る。

●地域創生まちづくり事業
3,278万円

地域創生まちづくり事業補助金を創設し、市民
が主体となって行う公益性の高い地域活性化
活動を支援する。

●常陸大宮駅周辺整備事業
4,839万円

JR常陸大宮駅周辺の市街地活性化及び常陸大
宮市の玄関口としてのイメージアップを図る。

●子育て世代包括支援センター事業
849万円

妊娠期から子育て期にわたるワンストップの相談
窓口として子育て世代包括支援センターを設置
する。

●防犯カメラ設置事業
3,151万円

市内主要道路の交差点や学校をはじめとする市
施設に防犯カメラを設置する。

●障害者基幹
　相談支援センター運営事業

１,048万円
専門職員（社会福祉士等）を配置し、身体障害、
知的障害、精神障害等の相談支援に関する業
務を総合的にワンストップで行う。

●ヘルプマーク普及啓発事業
35万円

援助や配慮を必要とする方にヘルプマーク及
びカードを作成し、配布する。
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条例
制定
条例
制定

条例
改正
条例
改正

分限処分に降給を加える！

職員の育児休業の一部が改正！

市議会議員・市長選挙運動に公費負担！

常陸大宮市議会議員及び市長の選挙における
選挙運動の公費負担に関する条例

常陸大宮市職員の分限に関する手続及び効果
に関する条例の一部を改正する条例

常陸大宮市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正す
る条例

議案第15号

議案第16号

議案第17号

市議会議員及び市長選挙における選挙運動に要する費用の一部を公費負担すること
により、立候補しやすい環境を整えるとともに候補者間における選挙運動の機会均
等を図るため、条例を制定するものです。

地方公務員法に規定する分限処分については、「降任」「免職」「休職」「降給」の４
つの処分がありますが、このうち降給については本市条例に規定はなかったので条
例の一部を改正するものです。

人事院規制の一部が改正されたことを踏まえ、本市職員の育児休業制度においても国家公務員と同様の
取り扱いとするものです。

このほか１件の条例制定が提案され、いずれも可決されました。
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居宅介護支援事業所の指定権限が市町村に移行

常陸大宮市指定地域密着型サービス事業者等の指定に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例

議案第45号

財政運営の責任主体が県に移行

常陸大宮市国民健康保険条例の一部を改正する条例

議案第20号

国民健康保険における財政運営の責任主体が市町村から都道府県に移行することに伴い一部を改正するもの
です。

特例措置が適用され、前住所地の被保険者になる

常陸大宮市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例

議案第21号

高齢者の医療の確保に関する法律の一部改正により、住所地特例制度が拡充されることに伴い一部を改正す
るものです。

介護予防事業に力を入れ、現在の保険料を維持

常陸大宮市介護保険条例の一部を改正する条例

議案第44号

常陸大宮市第７期介護保険事業計画が開始されること及び介護保険法の一部改正に伴い一部を改正するもの
です。

介護保険法の一部改正により、居宅介護支援事業者の指定に関する基準について一部を改正するものです。

これらを含む17件の条例改正が提案され、すべて可決されました。
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議案番号 件　　　　　　　　　名 付託委員会 議決結果
議案第2号 専決処分の承認を求めることについて（平成29年度常陸大宮市一般会計補正予算（第７号）） 承認
議案第3号 平成30年度常陸大宮市一般会計予算 予算決算 可決
議案第4号 平成30年度常陸大宮市国民健康保険特別会計予算 予算決算 可決
議案第5号 平成30年度常陸大宮市公共下水道事業特別会計予算 予算決算 可決
議案第6号 平成30年度常陸大宮市公営墓地特別会計予算 予算決算 可決
議案第7号 平成30年度常陸大宮市農業集落排水事業特別会計予算 予算決算 可決
議案第8号 平成30年度常陸大宮市介護保険特別会計予算 予算決算 可決
議案第9号 平成30年度常陸大宮市宅地造成事業特別会計予算 予算決算 可決
議案第10号 平成30年度常陸大宮市戸別浄化槽整備事業特別会計予算 予算決算 可決
議案第11号 平成30年度常陸大宮市温泉事業特別会計予算 予算決算 可決
議案第12号 平成30年度常陸大宮市後期高齢者医療特別会計予算 予算決算 可決
議案第13号 平成30年度那珂地方公平委員会特別会計予算 予算決算 可決
議案第14号 平成30年度常陸大宮市上水道事業会計予算 予算決算 可決
議案第15号 常陸大宮市議会議員及び市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例 総務 可決
議案第16号 常陸大宮市職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一部を改正する条例 総務 可決
議案第17号 常陸大宮市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 総務 可決
議案第18号 常陸大宮市税条例等の一部を改正する条例 総務 可決

議案第19号 常陸大宮市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例 文教福祉 可決

議案第20号 常陸大宮市国民健康保険条例の一部を改正する条例 文教福祉 可決
議案第21号 常陸大宮市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例 文教福祉 可決
議案第22号 常陸大宮市都市公園条例の一部を改正する条例 経済建設 可決
議案第23号 常陸大宮市市営住宅条例の一部を改正する条例 経済建設 可決
議案第24号 常陸大宮市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例 総務 可決
議案第25号 常陸大宮市火災予防条例の一部を改正する条例 総務 可決
議案第26号 常陸大宮市手数料徴収条例の一部を改正する条例 総務 可決
議案第27号 茨城北農業共済事務組合規約の変更について 可決
議案第28号 市道路線の廃止について（21279号線ほか１路線） 可決
議案第29号 市道路線の変更について（21266号線ほか１路線） 可決
議案第30号 平成29年度常陸大宮市一般会計補正予算（第８号） 予算決算 可決
議案第31号 平成29年度常陸大宮市国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 予算決算 可決
議案第32号 平成29年度常陸大宮市公共下水道事業特別会計補正予算（第５号） 予算決算 可決
議案第33号 平成29年度常陸大宮市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 予算決算 可決
議案第34号 平成29年度常陸大宮市介護保険特別会計補正予算（第４号） 予算決算 可決
議案第35号 平成29年度常陸大宮市温泉事業特別会計補正予算（第１号） 予算決算 可決
議案第36号 平成29年度常陸大宮市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 予算決算 可決
議案第37号 平成29年度常陸大宮市上水道事業会計補正予算（第２号） 予算決算 可決
議案第38号 政治倫理審査会委員の委嘱について　（常陸太田市　後藤直樹氏） 同意
議案第39号 政治倫理審査会委員の委嘱について　(水戸市　付月氏） 同意
議案第40号 政治倫理審査会委員の委嘱について　（上檜沢　内田令子氏） 同意
議案第41号 政治倫理審査会委員の委嘱について　（上町　平野啓太郎氏） 同意
議案第42号 政治倫理審査会委員の委嘱について　（上町　高槌和哉氏） 同意
議案第43号 政治倫理審査会委員の委嘱について　（岩崎　海老根建一氏） 同意
議案第44号 常陸大宮市介護保険条例の一部を改正する条例 文教福祉 可決

議案第45号 常陸大宮市指定地域密着型サービス事業者等の指定に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例 文教福祉 可決

議案第46号 常陸大宮市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例 文教福祉 可決

議案第47号 常陸大宮市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営等に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例 文教福祉 可決

議案第48号 常陸大宮市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例 文教福祉 可決

議案第49号 常陸大宮市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営等に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例 文教福祉 可決

議案第50号 常陸大宮市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 文教福祉 可決
議案第51号 平成29年度常陸大宮市公共下水道事業特別会計補正予算（第６号） 予算決算 可決
議提第１号 所有者不明の土地利用を求める意見書 総務 継続審査

平 成 3 0 年 第 1 回 定 例 会 議 決 一 覧
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○：賛成　　●：反対 『－』は議長は採決に加わりません。

◆賛否の分かれた議案等

議案
番号 件　　　　　　　名 議決

結果

議　　　　　　員　　　　　　名
黒
部　
博
英

小
原　
明
彦

大
瀧
愛
一
郎

岡
﨑　
欣
也

三
次　
弘
史

坂
本　
繁
輝

冨
山　
和
男

大
貫　
道
夫

小
森
敬
太
郎

𠮷
川　
美
保

小
森　
敏
雄

田
沢　
祐
男

川
上　
　
博

武
石　
寿
長

髙
村　
和
郎

岡
﨑　
榮
一

淀
川　
茂
樹

掛
札　
行
雄

秋
山　
信
夫

金
子　
　
卓

議案
第３号

平成30年度常陸大宮市一般会計
予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ●

議案
第４号

平成30年度常陸大宮市国民健康
保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ●

議案
第８号

平成30年度常陸大宮市介護保険
特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ●

議案
第10号

平成30年度常陸大宮市戸別浄化
槽整備事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ●

議案
第12号

平成30年度常陸大宮市後期高齢
者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ●

議案
第14号

平成30年度常陸大宮市上水道事
業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ●

議案
第16号

常陸大宮市職員の分限に関する手
続及び効果に関する条例の一部を
改正する条例

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ●

議案
第20号

常陸大宮市国民健康保険条例の	
一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ●

議案
第50号

常陸大宮市国民健康保険税条例の
一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ●

平 成 2 9 年 度 補 正 予 算
会　　計　　名 補　　正　　額 主　　な　　事　　業

一般会計（第８号） 	 ▲8億7,110万円 道路構造物維持点検委託料
防災行政無線デジタル化工事

▲5,360万円
▲5,499万円

国民健康保険
特別会計（第４号）

事業勘定	 ▲2億3,540万円
診療施設勘定	 ▲574万円

共同事業拠出金 ▲1億8,250万円

公共下水道事業
特別会計（第５号） 	 ▲1,481万円 公共下水道事業計画変更業務委託料 ▲820万円

農業集落排水事業
特別会計（第２号） ▲1,443万円 処理施設管理委託料 ▲468万円

介護保険特別会計
（第４号） 	 ▲205万円 介護保険事業計画策定業務委託料 ▲144万円

温泉事業特別会計
（第１号） 	 ▲215万円 管理経費 ▲82万円

後期高齢者医療
特別会計（第１号） 	 3,241万円 後期高齢者医療広域連合納付金 3,241万円

上水道事業会計
（第２号）

収益的収入	 33万円 受託収益 33万円

資本的収入	 ▲1,550万円 上水道事業債 ▲1,550万円

資本的支出	 ▲396万円 ポンプ更新工事等 ▲396万円

議会広報第54号7



財
政
・
ま
ち
づ
く
り

文
教
・
福
祉

Ｑ　
平
成
30
年
度
職
員
研
修
の
内
容
に
つ
い
て

Ａ　
接
遇
研
修
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
研
修
、
業
務
改
善
研
修
、
女

性
活
躍
推
進
研
修
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
茨
城
県
市
町
村
振
興
協
会
主
催
に
よ
る
海
外
研
修
に
職
員
1

名
を
参
加
さ
せ
る
予
定
で
す
。

Ｑ　
市
役
所
本
庁
舎
中
央
監
視
装
置
更
新
工
事
の
概
要
に
つ
い
て

Ａ　
中
央
監
視
装
置
と
は
、

本
庁
舎
内
の
各
種
設
備

の
稼
働
状
況
や
故
障
等

の
発
生
を
監
視
す
る
装

置
で
す
。
監
視
装
置
の

耐
用
年
数
15
年
が
過
ぎ

た
た
め
更
新
す
る
費
用

で
す
。

Ｑ　
財
産
管
理
費
に
つ
い
て
、
中
富
町
地
内
事
業
用
地
囲
い
設
置
委
託
料

の
内
容
に
つ
い
て

Ａ　
平
成
29
年
度
に
購
入
し
た
、
旧
酔
富
銘
醸
跡
地
で
市
道
と
接
し
て
い

る
箇
所
へ
約
1.5
ｍ
の
単
管
パ
イ
プ
を
利
用
し
、
約
３
６
５
ｍ
を
防
球

ネ
ッ
ト
で
覆
う
予
定
で
す
。

全会計予算は、議長を除く19名の予算決算　　 常任委員会で審査しました。（委員長  武石寿長議員、副委員長  坂本繁輝議員）

あふれるまちの実現へQ&Apick up

Ｑ　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て

Ａ　
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
２
名（
保
育
士
）及
び
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

２
名
（
保
健
師
、看
護
師
、助
産
師
等
）、計
４
名
で
の
運
営
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　
常
陸
大
宮
済
生
会
病
院
運
営
補
助
金
の
内
容
に
つ
い
て

Ａ　
常
陸
大
宮
済
生
会
病
院
に
は
、
病
院
誘
致
期
成
同
盟
の
５
市
町
が
平
成
18
年
度

か
ら
年
額
１
億
円
の
補
助
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
32
年
度
ま
で
の
交
付
が
決
定
し

て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
市
が
単
独
で
不
採
算
部
門
に
対
す
る
補
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
　

ま
た
、
医
療
機
器
等
更
新
事
業
補
助
金
に
関
し
て
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
平
成

32
年
度
ま
で
の
10
年
間
で
、
総
額
12
億
円
を
交
付
し
ま
す
。

Ｑ　
中
学
生
海
外
研
修
事
業
の
日
程
に
つ
い
て

Ａ　
市
内
の
中
学
生
（
80
名
）
を
対
象
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
い
て
、
７
泊
８
日

の
日
程
で
研
修
を
行
い
ま
す
。
研
修
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
５
日
間
が
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
、
そ
の
他
異
文
化
体
験
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　
小
・
中
学
校
通
学
対
策
費
に
つ
い
て
、

バ
ス
の
運
行
台
数
と
利
用
人
数
は

Ａ　

小
学
校
に
つ
い
て
は
23
台
を
予
定
、

中
学
校
に
つ
い
て
は
８
台
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
平
成
30
年
度
の
利
用

人
数
に
つ
い
て
は
調
整
中
で
す
。
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経
済
・
産
業

Ｑ　
空
家
等
対
策
計
画
の
内
容
は

Ａ　

調
査
し
た
空
家
に

つ
い
て
、
所
有
者
確

定
後
に
今
後
の
管
理

等
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、

計
画
書
を
策
定
す
る

予
定
で
す
。

Ｑ　
有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業
で
の
箱
わ
な
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て
は

Ａ　
今
年
度
は
、
30
基
の
貸
し
出
し
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
猟
友

会
と
調
整
を
し
な
が
ら
、
わ
な
免
許
を
持
っ
て
い
る
方
へ
貸
し

出
し
ま
す
。

Ｑ　
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
支
援
事
業
補
助
金
の
内
容
は

Ａ　
地
域
で
取
り
組
む
農
業
施
設
の
整
備
に
対
す
る
事
業
で
、
今

年
度
は
、
野
口
平
地
区
の
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
建
設
に
対
す
る
補

助
事
業
と
な
り
ま
す
。

Ｑ　
創
業
支
援
事
業
の
実
績
と
周
知
方
法
は

Ａ　
平
成
29
年
度
は
５
名
の
方
に
補
助
し
て
お
り
、
平
成
30
年
度

は
４
名
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
等
で
事

業
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
、
商
工
会
で
創
業
に
関
す
る
資
金
計
画
等
の

相
談
を
受
け
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

予算決算常任委員会（3月9日、12日、14日）全会計予算は、議長を除く19名の予算決算　　 常任委員会で審査しました。（委員長  武石寿長議員、副委員長  坂本繁輝議員）

採決の結果、賛成多数で可決されました。

平成30年度常陸大宮市一般会計予算討 論 討論とは…議題になっている案件の「賛成」「反対」について、理由を明確に述べながら賛否を議論すること。

金子　　卓　議員
　国の政治がひどい時だけに、市政が市民の
暮らしと福祉を守る防波堤の役割を果たさなけ
ればなりません。
　当市の子どもの医療費助成の対象年齢は中
学３年生までですが、高校３年生までの年齢
拡大を求めます。イノシシ被害が増大し、市
民は大変困っています。新年度予算では、若
干の施策進展がありましたが、不十分です。
近隣自治体の施策を研究し、職員が地域に入
り、地域の方とともに地域ぐるみの被害防止対
策を積極的に行うことを強く求めます。そのた
めには、専任の職員が必要です。市の基幹産
業である農業振興のため、市独自の支援策を
大幅に拡充すべきです。合併算定替がなくな
り交付税が減らされると言って、市民から切実
に求められている行政サービスの拡充には消
極的に対応するという市政、財政運営はやめ
るべきです。以上、反対討論といたします。

反 対
　坂本　繁輝　議員

　一般会計は、総額219億1,000万円で、前
年度比1.7％の減となっています。
　歳入では、市税については、ほぼ前年同額
となっていますが、普通交付税で合併算定替
特例措置の縮減により減額となり、市債や繰
入金等の活用により所要の財源を確保してい
ます。
　歳出では、地域創生まちづくり補助金の新
設、常陸大宮駅周辺整備計画の策定、子育て
世代包括支援センターの設置、交差点等への
防犯カメラ設置、学校給食センター施設整備
事業などを計上しています。
　総じて、市総合計画の推進と市創生総合戦
略の推進につながるように配慮した予算編成
となっていますが、厳しい財政環境の中、財
政健全化に努めながら、着実に成果が上がる
ものと期待し、賛成討論といたします。

賛 成

人が輝き活力と誇り平成30年度予算
可決

議会広報第54号9
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常任委員会審査 pick up

  議案第15号　　常陸大宮市議会議員及び市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例

Q　候補者間における選挙運動の機会均等とは
Ａ　ポスター・ビラ作成、選挙運動用自動車が公費負担の対象となるのですべての候補者が同じように

選挙運動が出来ます。
Q　選挙運動用自動車は、一括契約の場合、営業ナンバーになるのか
Ａ　一般乗用旅客自動車運送事業者が対象のため、営業ナンバーになります。レンタルの場合は、原則

としてレンタカー業者との個別契約になります。

  議案第16号　　常陸大宮市職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一部を改正する条例

Q　人事評価制度のための条例改正か
Ａ　分限処分に降給についての定めがありませんでしたが、人事評価を基準に新しく降給制度を加える

ものです。

  議案第23号　　常陸大宮市市営住宅条例の一部を改正する条例
Q　市営住宅に入居している認知症患者等の、収入申告義務を緩和することができるとのことだが、家

賃算定の基礎となる入居者の収入等はどうやって確認するのか
A　入居者の状況等を確認後、収入申告が出来ないと判断した時には、担当課で収入を確認することと

なります。

総　務

経済建設

◎委員長　○副委員長

◎田沢　祐男　〇坂本　繁輝　　金子　　卓
　掛札　行雄　　岡﨑　欣也　　小原　明彦

  議案第21号　　常陸大宮市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例
Q　この改正による具体的事案は
Ａ　国民健康保険（国保）被保険者が施設等への入所で本市に住所を登録した場合、住所地特例が適用

され、前住所地の国保の被保険者となるが、75歳を迎えると、これまでは茨城県後期高齢者医療広域
連合の被保険者となっていましたが、改正後は、特例を引き継ぎ、前住所地の後期高齢者医療広域連
合の被保険者となります。

  議案第50号　　常陸大宮市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

Ｑ　新聞報道では、当市の国保税は安くなるとのことだったが、平成30年度据え置くことになった理由は
Ａ　国は、平成30年度の税率はこれまでの保険料水準に配慮することとする一方、一般会計からの法定

外繰入（いわゆる赤字）の解消計画を策定することとしており、県では平成30年度の運営状況を精査
したうえで、赤字削減方策を検討するとしていることから、当市としても新年度の運営状況や県の検
討結果を踏まえることとし、据え置きとしたものです。

文教福祉
◎委員長　○副委員長

◎小森　敏雄　○三次　弘史　　秋山　信夫
　髙村　和郎　　武石　寿長　　𠮷川　美保
　冨山　和男

◎委員長　○副委員長

◎大貫　道夫　○黒部　博英　　淀川　茂樹
　岡﨑　榮一　　川上　　博　　小森敬太郎
　大瀧愛一郎
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◇一般質問の掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

　定例議会において、各議員が住民の代表として、市の行政全
般にわたり市当局の考え方や疑問をただすことです。
　単に疑問をはらし、事実関係を明らかにするだけでなく、現
行政策の見直しや新規政策を提言する議員の重要な活動です。

一般質問とは…

今回７人の議員が登壇し、
さまざまな視点から市政を問いました。

武石　寿長  議員　…………………　Ｐ12

　　　医療体制と健康づくりについて
　　◇市有地の利活用について

大瀧愛一郎  議員　…………………　Ｐ13

　　　地方創生
　　◇人口減少
　　　瑕疵担保責任　　　　　　　
　

小原　明彦  議員　…………………　Ｐ14

　　◇観光振興について
　　◇発達障がい支援について
　　◇消防行政について
　　　おもちゃ病院について

大貫　道夫  議員　…………………　Ｐ15

　　　平成30年度当初予算案について
　　◇内部統制について
　　◇人口減少対策について

吉川　美保  議員　…………………　Ｐ16

　　◇地域公共交通再編実施計画策定に向けて
　　◇生き辛さに寄り添う施策について
　　◇フードドライブについて
　　　かわプラザの排水処理について

金子　　卓  議員　…………………　Ｐ17

　　◇子育て支援について
　　◇道の駅について
　　　道路行政について
　　　酔富銘醸跡地について

岡﨑　欣也  議員　…………………　Ｐ18

　　◇土木関係の技術職員について
　　◇通学路・生活道路の安全確保について
　　◇道の駅　常陸大宮の関連について
　　◇イノシシ被害対策について

市
政
を
問
う

一般質問

市
政
を
問
う

議会広報第54号11



一 問質般

武石　寿長
議員る

状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

②
田
子
内
住
宅
跡
地
は

３
７
２
５
㎡
で
、
平
成
14
年
度

に
市
営
住
宅
と
し
て
の
用
途
廃

止
を
し
、
普
通
財
産
と
し
て
管

理
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
２
件
に
つ
い
て

は
、
平
成
22
年
度
に
売
却
目
的

で
入
札
等
を
行
い
ま
し
た
が
、

応
札
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

③
は
、
野
中
町
地
内
富
士
山

第
一
住
宅
跡
地
３
６
５
７
㎡
及

び
公
衆
用
道
路
３
７
６
㎡
で

す
。
平
成
14
年
度
に
市
営
住
宅

と
し
て
の
用
途
廃
止
を
し
、
普

通
財
産
と
し
て
管
理
し
て
い
ま

す
。
年
間
、
管
理
費
で

２
万
７
千
円
を
支
出
、
公
共
団

体
へ
の
賃
貸
契
約
や
進
入
路
と

し
て
の
一
時
使
用
で
年
間

31
万
８
千
円
の
使
用
料
を
徴
収

し
て
い
ま
す
。

　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

に
基
づ
き
、
平
成
32
年
度
ま
で

に
市
営
住
宅
６
７
４
戸
か
ら

６
０
６
戸
に
整
理
す
る
計
画

で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
再
利
用
で

き
る
空
き
地
は
ど
れ
く
ら
い
発

生
す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

公
営
住
宅
等

長
寿
命
化
計

画
の
な
か
、
立
地
条
件
、
老
朽

化
、
居
住
水
準
、
住
宅
需
要
な

ど
、
住
宅
団
地
の
全
体
や
部
分

廃
止
を
考
慮
し
、
再
利
用
可
能

面
積
は
５
６
０
０
㎡
で
す
。

　
各
地
域
に
ま
だ
相
当
な
市
有

地
が
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
処
分

や
売
却
な
ど
に
つ
い
て
考
え
る

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

土
地
利
用
計

画
等
を
考
慮

し
、
所
有
す
べ
き
か
、
民
間
へ

　
住
宅
地
と
し
て
利
活
用
の
で

き
る
市
有
地
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
一
例
を
と
し
て
、
①
田
子

内
町
３
０
９
５
番
２
、
②
田
子

内
町
３
０
８
８
番
３
、
③
野
中

町
３
１
２
２
番
２
外
２
筆
、
空

き
地
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今

ま
で
の
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

①
は
、４
４
４

㎡
で
現
況
は

道
路
が
な
く
、
利
活
用
が
図
れ

売
却
す
る
か
、
定
住
促
進
の
一

環
と
し
て
宅
地
分
譲
を
す
べ
き

か
、
普
通
財
産
運
用
検
討
委
員

会
で
検
討
し
、
よ
り
効
果
的
な

も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
人
口
減
少
の
歯
止
め
や
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
子
育
て
世
帯
等
が
本
市

に
定
住
を
希
望
し
た
場
合
に
は

定
住
促
進
事
業
の
一
環
と
し
て

あ
る
一
定
条
件
の
も
と
、
市
有

地
を
無
償
提
供
し
て
は
ど
う
か

伺
い
ま
す
。

　

大
変
有
効

な
施
策
の
一
つ
と
考
え
ま
す

が
、
施
策
形
成
の
中
で
費
用
対

効
果
等
も
勘
案
し
、
検
討
す
べ

き
と
考
え
て
い
ま
す
。
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総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

建
設
部
長

田子内町地内空き地

市有地の空き地
利活用策は
総務部長／
土地利用計画等を考慮し
検討する



一 問質般

第
５
子
以
降
に
20
万
円
を
支
給

し
て
お
り
ま
す
。

　

保
育
料
負
担
軽
減
と
い
た
し

ま
し
て
、
第
２
子
は
保
育
料
半

額
、
第
３
子
以
降
は
保
育
料
無

料
と
し
て
お
り
ま
す
。
幼
稚
園

も
同
様
の
措
置
を
と
っ
て
お
り

ま
す
。

　

乳
児
育
児
用
品
購
入
助
成
事

業
で
は
、
乳
児
育
児
用
品
購
入

に
係
る
費
用
の
一
部
を
助
成
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
乳
児
１

人
に
つ
き
２
万
円
の
助
成
券
を

交
付
し
て
お
り
ま
す
。

　
子
育
て
世
代
の
精
神
的
支
援

を
、
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

乳
児
家
庭
全

戸
訪
問
事

業
、
子
育
て
広
場
や
赤
ち
ゃ
ん

教
室
等
の
際
に
、
保
健
師
等
に

よ
る
子
育
て
に
関
す
る
情
報
提

供
や
、
乳
児
及
び
そ
の
母
親
の

心
身
の
状
況
の
把
握
を
行
い
、

養
育
に
つ
い
て
の
相
談
や
助
言

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
、
子
育
て
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
を
配
置
し
て
支
援
を
行

え
る
よ
う
、
本
年
10
月
開
設
を

目
指
し
て
整
備
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
フ
ラ
ン
ス
は
合
計
特
殊
出
生

率
を
１・
５
か
ら
約
２
ま
で
上

げ
て
き
ま
し
た
。
労
働
時
間
短

縮
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
も

あ
り
ま
す
が
、
特
に
第
３
子
以

降
に
手
厚
く
経
済
的
な
支
援
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
を
地
方
創
生
事
業
と
し

て
行
う
こ
と
は
検
討
さ
れ
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。

　
少
子
化
対
策
の
中
で
、
子
育

て
世
代
の
経
済
的
支
援
を
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

出
産
祝
い
金

支
給
事
業
で

は
、
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い

る
方
が
出
産
し
た
と
き
に
乳
児

の
保
護
者
に
対
し
第
１
子
、
第

２
子
に
３
万
円
、
第
３
子
に

５
万
円
、
第
４
子
に
10
万
円
、

現
在
、
国
の

制
度
で
実
施

し
て
い
る
児
童
手
当
に
お
い

て
、
３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前

の
児
童
で
、
第
１
子
、
第
２
子

が
月
額
１
万
円
に
対
し
、
第
３

子
以
降
は
月
額
１
万
５
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
お
尋
ね
の
地

方
創
生
事
業
で
す
が
、
個
人
に

対
す
る
給
付
事
業
は
対
象
外
と

な
る
た
め
、
検
討
か
ら
除
外
さ

れ
て
い
ま
す
。
子
育
て
世
代
に

対
す
る
継
続
的
な
経
済
支
援
に

つ
き
ま
し
て
は
、
国
全
体
で
議

論
す
べ
き
事
項
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
市
単
独
で
の
手
当

の
創
設
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

県
内
市
町
村
の
動
向
や
財
源
の

問
題
な
ど
を
含
め
ま
し
て
、
慎

重
に
検
討
が
必
要
と
考
え
ま

す
。

大瀧愛一郎
議員

合
計
特
殊
出
生
率	

…

一
人
の
女
性
が
出
産
可
能
と
さ
れ
る
15

才
か
ら
49
才
ま
で
に
産
む
子
供
の
数
の

平
均
。
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保
健
福
祉
部
長

保
健
福
祉
部
長

保
健
福
祉
部
長

少子化対策について
保健福祉部長／
各種施策を実施



一 問質般

小原　明彦
議員

当
面
は
市
民

の
皆
様
や
鉄

道
を
ご
利
用
さ
れ
る
皆
様
に
ご

不
便
を
き
た
さ
ぬ
よ
う
事
業
費

や
手
法
等
を
検
討
し
た
中
で
修

正
し
て
い
き
ま
す
。

　
障
が
い
の
特
性
を
認
識
し
き

れ
な
い
不
安
や
悩
み
に
も
、
０

歳
か
ら
就
労
前
ま
で
そ
れ
ぞ
れ

に
対
応
で
き
る
よ
う
な
拠
点
の

整
備
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

子
ど
も
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー
を

参
考
に
、
よ
り
充
実
し
た
支
援

に
対
応
で
き
る
常
陸
大
宮
市
の

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

置
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

今
後
、
地
域

に
お
け
る
障

が
い
者
等
へ
の
支
援
体
制
に
関
す

る
情
報
を
共
有
し
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
体
制
の
整
備
に
つ
い

て
協
議
を
行
う
地
域
自
立
支
援

協
議
会
な
ど
に
お
い
て
、
専
門
的

な
指
導
、
助
言
を
頂
き
な
が
ら

協
議
、
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
常
陸
大
宮
駅
東
口
の
「
よ
う

こ
そ
常
陸
大
宮
市
へ
」
の
案
内

看
板
は
合
併
当
時
の
13
年
前
の

も
の
で
す
が
駅
周
辺
整
備
の
工

事
が
始
ま
る
ま
で
こ
の
ま
ま
な

の
か
、
更
新
や
整
備
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　
消
防
団
活
動
に
協
力
さ
れ
て

い
る
事
業
所
や
団
員
の
確
保
、

活
動
を
応
援
す
る
お
店
の
一
覧

を
ポ
ス
タ
ー
等
に
し
て
機
械
器

具
置
場
や
公
共
施
設
等
に
掲
示

し
広
報
す
る
こ
と
で
団
員
の
士

気
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
事
業

所
や
応
援
の
店
の
Ｐ
Ｒ
も
図
れ

る
広
報
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

協
力
事
業
所

や
応
援
の
店

の
一
覧
表
を
作
成
し
、
公
の
施

設
や
機
械
器
具
置
場
に
表
示
す

る
な
ど
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
い
、
団
員
の
入
団
促
進
、
確

保
に
向
け
た
取
り
組
み
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
広
報
常
陸
大
宮
で
も
「
県
立

中
央
病
院
の
ド
ク
タ
ー
カ
ー
と

の
運
行
協
定
を
締
結
」
と
あ
り

ま
し
た
が
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
や

県
立
中
央
病
院
の
ド
ク
タ
ー
カ

ー
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
関
わ
り
方

も
踏
ま
え
て
、
本
市
基
幹
病
院

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
型
ド
ク
タ
ー

カ
ー
導
入
へ
の
進
捗
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

医
師
、
看
護

師
、
救
急
隊

員
が
常
陸
大
宮
済
生
会
病
院
へ

待
機
し
救
急
出
動
す
る
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
型
ド
ク
タ
ー
カ
ー
方
式

や
出
動
時
に
医
師
、
看
護
師
の

同
乗
を
求
め
る
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

方
式
を
試
み
、
事
業
効
果
や
情

報
分
析
な
ど
導
入
に
向
け
た
調

整
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

ら
を
踏
ま
え
５
月
中
旬
か
ら
月

曜
と
水
曜
日
の
週
２
回
の
試
行

運
用
開
始
に
向
け
て
よ
り
具
体

的
な
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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消
防
長
／
取
り
組
み
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

消
防
行
政
に
つ
い
て
は

更新、整備が期待される
常陸大宮駅前看板

産
業
観
光
部
長

産
業
観
光
部
長
／

検
討
し
、
修
正
し
て

い
き
ま
す
。

常
陸
大
宮
駅
前

案
内
看
板
の
整
備
は

保
健
福
祉
部
長
／

協
議
、検
討
し
て
い
き
ま
す
。

児
童
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
の
設
置
は
保
健
福
祉
部
長

消
防
長

消
防
長



一 問質般

　

内
部
統
制
に
関
わ
る
平
成
29

年
６
月
の
地
方
自
治
法
の
改
正

内
容
は
。

地
方
公
共
団

体
等
に
お
け

る
適
正
な
事
務
処
理
の
確
保
等

を
図
る
た
め
、
内
部
統
制
に
関

す
る
方
針
の
策
定
等
に
関
す
る

規
定
が
整
備
さ
れ
、
平
成
32
年

４
月
１
日
を
施
行
日
と
し
、
都

道
府
県
及
び
政
令
指
定
都
市
に

対
し
、
内
部
統
制
に
関
す
る
方

針
の
策
定
及
び
内
部
統
制
体
制

の
整
備
等
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

内
部
統
制
は
、
地
方
公
共
団

体
に
お
け
る
事
務
が
適
正
に
実

施
さ
れ
、
住
民
の
福
祉
の
増
進

を
図
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
組

織
目
的
が
達
成
さ
れ
る
よ
う
、

事
務
を
執
行
す
る
主
体
で
あ
る

長
み
ず
か
ら
が
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
等
の
事
務
上
の
リ
ス
ク

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
事
務
の

適
正
な
執
行
を
確
保
す
る
体
制

を
整
備
・
運
用
す
る
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

　

な
お
、
内
部
統
制
体
制
の
整

備
・
運
用
に
関
す
る
具
体
的
な

取
組
内
容
に
つ
い
て
は
、
現
在

総
務
省
に
お
い
て
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。

大貫　道夫
議員

　

都
道
府
県
及
び
政
令
指
定
都

市
以
外
の
市
町
村
に
お
い
て
は

内
部
統
制
に
関
す
る
方
針
の
策

定
等
に
つ
い
て
は
、
努
力
義
務

規
定
で
あ
り
、
本
市
に
お
い
て

は
直
ち
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
法
改
正
の

趣
旨
を
踏
ま
え
、
県
内
市
町
村

の
動
向
等
を
見
な
が
ら
検
討
を

し
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
29
年
第
４
回
定
例
会
の

一
般
質
問
を
踏
ま
え
て
、
人
口

減
少
対
策
で
の
執
行
部
の
答
弁

で
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
合
計
特
殊

出
生
率
が
２
倍
を
超
え
る
よ
う

に
、
税
制
に
手
を
付
け
る
し
移

民
政
策
も
や
り
、
こ
ど
も
は
地

域
で
育
て
る
と
の
意
識
、
本
市

で
も
そ
の
く
ら
い
踏
み
込
ん
だ

対
応
が
地
域
か
ら
革
新
的
な
、

革
命
的
な
取
り
組
み
が
あ
っ
て

も
良
い
と
考
え
ま
す
が
。　

少
子
化
・
人

口
減
少
対
策

に
お
け
る
税
制
面
で
の
措
置
に

つ
き
ま
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

国
に
お
い
て
、
社
会
的
・
経
済

的
な
背
景
や
、
そ
の
国
の
政
策

的
な
判
断
の
も
と
で
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
日
本
と
諸
外
国
と

の
比
較
、
あ
る
い
は
見
解
等
を

申
し
上
げ
る
の
は
、
な
か
な
か

難
し
い
と
考
え
ま
す
。
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総
務
部
長

フランスのような
革新的な取り組みは
政策審議監／
国の政策的な判断で

平成29年６月の地方
自治法の改正内容は
総務部長／
事務の適正な執行を
確保する体制を

政
策
審
議
監
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吉川　美保
議員

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ	

…

食
品
の
寄
付

　
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画

に
お
い
て
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
は

高
齢
者
に
優
し
い
公
共
交
通
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
と
位
置
付
け
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
基
準
を

ど
う
検
討
す
る
の
か
。

見
直
し
に
当

た
り
、
昨
年

の
調
査
に
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見

を
十
分
に
踏
ま
え
た
上
で
、
関

係
部
署
と
協
議
・
検
討
し
た
い

と
考
え
ま
す
。

　
自
殺
実
態
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
か

ら
、
本
市
は
策
定
に
向
け
て
何

に
重
点
を
置
く
の
か
。

高
齢
者
、
生

活
困
窮
者
、

無
職
者
、
失
業
者
へ
の
対
策
を

重
点
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
生
き
る
こ
と
」
を
包
括
的

に
支
援
す
る
た
め
に
、
策
定
に

あ
た
る
考
え
を
伺
う
。

自
殺
対
策
を

「
生
き
る
支

援
」
と
捉
え
て
、
既
存
事
業
を

最
大
限
活
用
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

既
存
事
業
を
自
殺
対
策
事
業

や
関
連
事
業
と
し
て
洗
い
出
す

作
業
は
棚
卸
し
と
呼
ば
れ
ま

す
。
こ
の
手
法
は
、
庁
内
他
部

局
と
の
情
報
交
換
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
、
相
互
の

　

乗
合
タ
ク
シ
ー
を
主
に
し

て
、
地
域
間
の
市
民
バ
ス
を
残

す
上
で
、
利
用
量
の
見
込
み
を

ど
の
よ
う
に
算
出
す
る
の
か
。

こ
れ
ま
で
の

利
用
実
績
や

昨
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

他
、
今
後
行
う
調
査
等
を
も
と

に
利
用
量
を
予
測
し
た
上
で
、

再
編
後
の
運
行
ル
ー
ト
・
本
数
・

運
賃
等
を
検
討
す
る
考
え
で

す
。

事
業
の
実
態
や
取
り
組
み
の
理

解
の
深
ま
り
に
寄
与
す
る
も
の

で
す
。
こ
の
よ
う
に
多
様
な
事

業
を
「
生
き
る
こ
と
を
支
え
る

取
り
組
み
」
と
位
置
付
け
て
幅

広
く
計
画
に
盛
り
込
む
こ
と
が

出
来
れ
ば
、
よ
り
包
括
的
・
全

　
市
民
の
協
力
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
。

利
用
価
値
の

あ
る
食
材
等

を
有
効
に
利
用
し
、
食
の

確
保
に
困
っ
て
い
る
方
に

提
供
で
き
る
よ
う
、
市
内

に
『
き
ず
な
Ｂ
Ｏ
Ｘ
』
を

常
設
し
て
フ
ー
ド
ド
ラ
イ

ブ
の
普
及
を
進
め
ま
す
。

庁
的
に
対
策
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
し
て

生
き
る
支
援
を
総
動
員
し
て
策

定
し
た
計
画
は
自
殺
以
外
の
問

題
解
決
に
も
有
効
に
機
能
す
る

地
域
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構

築
に
も
繋
が
り
ま
す
。
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フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
つ
い
て

保
健
福
祉
部
長
／
普
及
に
取
り
組
む

保
健
福
祉
部
長

保
健
福
祉
部
長

保
健
福
祉
部
長

政
策
審
議
監

政
策
審
議
監

地
域
公
共
交
通

再
編
実
施
計
画

に
向
け
て

政
策
審
議
監
／

更
な
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う

地
域
自
殺
対
策

計
画
策
定
に
あ
た

る
考
え
を
問
う

保
健
福
祉
部
長
／

「
生
き
る
支
援
」を
総
動
員
し
、

幅
広
く
計
画
に
盛
り
込
む

フードドライブ啓発の
ために設置された

「きずなBOX	」(本庁1階)



一 問質般

金子　　卓
議員

　
憲
法
第
26
条
は
、
そ
の
能
力

に
応
じ
て
ひ
と
し
く
教
育
を
受

け
る
権
利
を
宣
言
し
、
義
務
教

育
は
こ
れ
を
無
償
と
し
ま
し

た
。
最
初
に
各
学
校
の
保
護
者

負
担
の
状
況
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

学
校
、
学
年

等
に
よ
り
差

異
は
あ
り
ま
す
が
、
給
食
費
、

教
材
費
、
学
校
行
事
費
な
ど
年

間
で
概
ね
小
学
校
で
６
万
円
、

中
学
校
で
は
13
万
円
ほ
ど
の
負

担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
学
校
教
材
費
の
保
護
者

負
担
で
す
。
小
学
校
の
算
数
セ

ッ
ト
、
中
学
校
の
技
術
セ
ッ
ト

で
す
が
、
県
内
で
も
い
く
つ
か

の
自
治
体
が
学
校
で
そ
ろ
え
て

い
ま
す
。
当
市
で
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

算
数
セ
ッ
ト

の
購
入
は
、

兄
弟
間
な
ど
で
の
使
用
も
可
能

な
の
で
、
入
学
時
に
保
護
者
か

ら
の
希
望
に
よ
り
購
入
し
て
お

り
ま
す
。
技
術
セ
ッ
ト
は
、
教

育
費
予
算
の
中
で
教
材
備
品
と

し
て
購
入
し
て
い
ま
す
。今
後
、

義
務
教
育
に
お
け
る
保
護
者
負

担
軽
減
を
目
的
と
し
た
施
策
を

検
討
す
る
に
当
た
り
、
ど
の
よ

う
な
施
策
を
優
先
す
べ
き
か
検

証
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
算
数
セ
ッ
ト
を
学
校
で
そ
ろ

え
た
場
合
、
ど
の
位
の
経
費
が

必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

現
段
階
で

は
調
査
し

て
い
ま
せ
ん
。
今
後
学
校
を
通

じ
て
調
査
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
提
案
で
す
。
当
市
で

は
交
通
安
全
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
市

で
購
入
し
、
配
布
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
に
加
え
て
、
小
学
校

新
１
年
生
に
ラ
ン
ド
セ
ル
を
支

給
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

石
岡
市
で
は
５
色
の
ラ
ン
ド
セ

ル
を
希
望
で
配
布
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。

ラ
ン
ド
セ
ル

支
給
の
取
り

組
み
は
、
県
内
で
は
幾
つ
か
の

市
町
村
で
実
施
さ
れ
て
い
る
実

態
が
あ
り
ま
す
。
今
後
の
研
究

課
題
と
さ
せ
て
も
ら
う
考
え
で

す
。

 

　
来
場
者
の
人
数
が
昨
年
と
比

べ
減
少
し
て
い
ま
す
が
経
営
状

況
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
地
場
農
産
物
の
割
合
を

説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

12
月
末
現

在
で
、
全

体
の
総
売
上
額
は
お
よ
そ

５
億
７
千
万
円
で
す
。
オ
ー
プ

ン
特
需
の
あ
っ
た
前
年
と
比
較

し
て
お
よ
そ
10
％
減
で
、
現
在

ほ
ぼ
計
画
ど
お
り
に
推
移
し
て

い
ま
す
。
地
元
農
家
が
出
荷
す

る
農
産
物
の
割
合
は
昨
年
11
月

現
在
で
約
67
％
で
す
。

議会広報第54号17

教
育
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

かわプラザの
経営状況と地場
農産物の割合
産業観光部長／
地場農産物の割合は
約67％です

産
業
観
光
部
長

義務教育費の保護者
負担軽減を求める
教育部長／
年間で小学校で６万円、
中学校では13万円ほどです

登校中の小学生



一 問質般

岡﨑　欣也
議員

　
土
木
建
築
関
係
技
術
職
員
の

今
後
採
用
計
画
を
伺
い
ま
す
。

市
職
員
の
募

集
に
お
き
ま

し
て
一
般
事
務
の
応
募
者
は
、

大
学
卒
で
申
し
上
げ
ま
す
と
、

文
系
の
学
部
、
高
等
学
校
卒
業

で
申
し
上
げ
ま
す
と
、
普
通
科

を
卒
業
し
た
方
が
多
く
な
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
。
土
木
建
築
関

係
の
学
問
を
履
修
し
て
き
た
方

が
少
な
い
の
が
実
情
で
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
ま
し
て
、

必
要
に
応
じ
、
土
木
建
築
関
係

技
術
職
員
の
採
用
枠
を
設
け
、

人
材
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　
県
道
山
方
常
陸
大
宮
線
の
改

良
工
事
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

常
陸
大
宮
土

木
事
務
所
で

は
、
小
貫
地
区
か
ら
６
０
０
ｍ
の

区
間
を
優
先
区
間
と
し
て
お
り
、

用
地
を
今
年
度
既
に
取
得
し
て

お
り
、
来
年
度
以
降
順
次
工
事

　
ゾ
ー
ン
30
、
規
制
区
域
設
置

の
今
後
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。　
　
　

ゾ
ー
ン
30
を

整
備
す
る
こ

と
は
、
市
街
地
な
ど
に
お
け
る

通
学
路
や
生
活
道
路
の
安
全
性

を
確
保
し
、
交
通
事
故
の
減
少

の
効
果
的
な
取
り
組
み
で
あ
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

ゾ
ー
ン
30
を
新
た
に
整
備
し

て
い
く
こ
と
は
、
関
係
機
関
と

調
整
を
行
い
、
地
域
の
皆
様
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
よ
り
通
行
上
の
安
全

性
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
大
宮

警
察
署
と
協
議
検
討
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

に
着
手
し
、
早
期
の
完
成
を
目

指
し
ま
す
。
１
７
０
０
ｍ
区
間
の

完
了
期
日
に
つ
き
ま
し
て
は
、
用

地
の
取
得
な
ど
が
伴
い
ま
す
の

で
、
土
地
所
有
者
な
ど
の
ご
理
解

と
ご
協
力
が
不
可
欠
で
、
事
業

費
に
充
当
で
き
る
予
算
も
固
定

で
き
な
い
状
況
で
、
明
確
な
時
期

は
難
し
い
と
の
こ
と
で
す
。
市
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
の
事
業

の
進
捗
状
況
を
見
な
が
ら
、要
請
、

要
望
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

専
従
の
職
員
を
配
置
し
て
、

イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
の
専
門
的

対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

被
害
防
止
策

と
し
て
、
捕

獲
隊
に
よ
る
捕
獲
実
施
、
牧
柵

等
購
入
の
補
助
、
狩
猟
免
許
取

得
に
係
る
経
費
の
助
成
、
狩
猟
期

間
中
の
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
に
対
す
る

助
成
等
の
拡
充
を
図
り
、
今
後

イ
ノ
シ
シ
有
害
鳥
獣
関
係
の
業
務

に
関
し
ま
し
て
は
、
専
任
の
職
員

の
配
置
を
含
め
て
検
討
し
ま
す
。

　
イ
ノ
シ
シ
対
策
室
等
の
考
え

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

対
策
室
等
設

置
の
考
え
で

す
が
、
ど
の
部
署
も
同
様
に
限

ら
れ
た
職
員
数
の
中
で
業
務
を

兼
任
し
、
事
業
を
執
行
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、
一
層

の
イ
ノ
シ
シ
等
被
害
防
止
対
策

を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
今

以
上
の
被
害
防
止
対
策
実
施
体

制
を
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
、
関
係
部
署
と
の
協
議
を

重
ね
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
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建
設
部
長
／

県
道
山
方
常
陸
大
宮
線
整
備

か
わ
プ
ラ
ザ
の

周
辺
交
通
渋
滞
は

総
務
部
長
／

　
採
用
枠
を
設
け
る　

技
術
職
員
に
つ
い
て

産
業
観
光
部
長
／

　
職
員
の
配
置
検
討

イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
は

総
務
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

産
業
観
光
部
長

産
業
観
光
部
長

建
設
部
長
／
協
議
検
討

通
学
路・生
活
道
路

の
安
全
確
保
は

市外のゾーン30規制区域



茨城県市議会議長会第２回議員研修会
期　日：平成30年２月２日（金）
場　所：鹿島セントラルホテル（神栖市）
演　題：「現代の政治状況（国政）について」
講　師：黒崎　誠　氏　（帝京大学教授・元時事通信社解説員）
出席者：大貫　道夫、𠮷川　美保、田沢　祐男、武石　寿長、
　　　　金子　　卓

議員研修会
期　日：平成30年２月22日（木）
場　所：市役所　議会議場
研　修：救命講習会（救命入門コース）
出席者：議員全員

研報

告修

あなたが出された 請 願・ 陳 情 は！
請願

番号 件　　　　名 提　出　者 紹介議員 付託委員会 結果

H30-1 八田地内市道21336号線道路整備工事
に関する請願

八田区長　増子　行平　
他６人 小原明彦 経済建設 継続審査

議会来訪
福島県喜多方市議会
会派　未来
訪問日
　平成30年２月27日（火）
視察内容
　「木質バイオマス利活用事業に
　 ついて」

議会広報第54号19



　議会報告会は、議会基本条例の「議会は市民に対して議会活動の状況を報告するとともに、市民との
意見交換の場として、議会報告会を開催する」という規定に基づき、開催しています。
　第５回となります今回は、平成30年２月20日、大宮会場（おおみやコミュニティセンター）、御前山
会場（御前山市民センター）において、同日時で実施いたしました。

・自治体が音頭をとって常陸大宮市らしい健
康長寿のための取り組みをしてほしい。

・カラスやカワウが増えている。狩猟期間以
外は駆除できないのか。

　有害鳥獣対策をしっかり行ってほしい。

Ｑ　地域公共交通システムについてこれか
らどうしていくのか。

Ａ　現在見直し中であり、今後は乗合タク
シーを中核として、平成31年10月から
新しいシステムで運用予定です。

Ｑ　駅周辺開発について基本計画を教えて
ほしい。

Ａ　住民の方々と意見交換をしながら具体
的に進めていく。

　常陸大宮駅周辺整備基本計画を作成しま
したが、まだ基本構想であり今後、国・県・
ＪＲ等と協議をしながら実施計画を作成
していきます。

主な質疑

主な意見

　今回の参加者は両会場で71名の方の参加です。

　各種団体の方に案内を出していることもあり50歳以上

の男性の参加者が多い状況でした。今後は、女性や子育

て世代の方に参加いただけるよう、開催日や時間帯・内

容について検討したいと思います。また、今回の意見等

を今後の議会活動にいかせるように努めてまいります。

報告会を振り返って

【大宮会場】
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平成30年 議会報告会平成30年 議会報告会

次回の議会報告会も
参加してみたいですか

ぜひ
参加したい
24.2%

機会があれば
参加したい
59.1%

あまり
参加したくない

3.0%
無回答
7.6％

どちらとも
言えない
6.1%



・学校の廃校後の跡地や校舎利用について 
大学の合宿等に利用しては。

・全国都道府県魅力度ランキングが低迷して
いるが、常陸大宮市議会でもランキングを
上げるために何か提案したらどうか。

・有害鳥獣の捕獲に対して、予算を増額して
もらいたい。

・道路行政について、除雪が間に合わなく通
行に支障があった。行政間、特に城里町と
の調整をして下さい。

主な意見

【御前山会場】

主なアンケートの結果主なアンケートの結果

　

議会広報第54号21

平成30年 議会報告会平成30年 議会報告会

市政で関心があるのは
どんなことですか

議会報告会の開催は
なにを通じて知りましたか

議員と意見交換することは
できましたか

財政に
関すること
13.8%

教育に
関すること
16.9%

防災に
関する
こと
10.6%

その他
4.5％

無回答
0.6％

広報お知らせ版
31.8％ 発言する

機会がなかった
　　　　	9.1％

十分できたと
思う　6.1％

議会広報
22.4％

議員等
からの
			紹介
		10.6％

できた方
だと思う
39.4％

あまり
できなかった
24.2％

ポスター
3.5％

その他
31.7％

無回答
16.7％

福祉に
関すること
20.6%

道路等に
関すること
21.9%

農林業に
関すること
15.6%
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第２回定例会会期日程（予定）
月日 曜 会　議 事　　項

６月７日 木 本会議 開会　議案説明

８日 金 休　会 議案調査

11日 月 本会議
予算決算常任委員会

議案質疑　
補正予算

12日 火 常任委員会

13日 水 常任委員会

14日 木 常任委員会

15日 金 本会議 一般質問　　

18日 月 本会議 一般質問

19日 火 休　会 議案調査

20日 水 本会議 委員会審査報告　質疑　
討論　採決　閉会

※都合により日程を変更する場合があります。

発行責任者　常陸大宮市議会議長
編集　広報広聴常任委員会
〒319－2292
茨城県常陸大宮市中富町3135－6
ＴＥＬ 0295－52－1111（代）  内線413
　　　 0295－53－0393（直）
ＦＡＸ 0295－52―2186
E-mail gikai@city.hitachiomiya.lg.jp
ＵＲＬ http://www.city.hitachiomiya.lg.jp/
市議会広報は、ホームページでもご覧になれます。

議会を傍聴して
　　　　みませんか？

　傍聴券は、会議の当日に傍聴受付（４
階議会事務局）において、先着順により
交付します。
　傍聴人の定員は30人です。定員を超え
た場合は、４階傍聴ロビーのモニターで
ご覧いただけます。

（第１回定例会の傍聴者は延べ28人
　でした。）

表紙の言葉

環境に優しいリサイクルした植物油を使用したベジタブルインクと再生紙を使用しております

　美和小学校新入生、校庭の桜の前での写真です。

野上保育園、園舎が新しくなりました。

編
集
後
記

　

第
１
回
議
会
定
例
会
が
終
わ
り

ま
し
た
の
で
議
会
広
報
を
、
お
届
け

い
た
し
ま
す
。

　

３
月
末
に
は
初
夏
を
思
わ
せ
る

よ
う
な
陽
気
に
な
り
ま
し
て
、
待

ち
に
待
っ
た
、
ま
さ
に
春
爛
漫
の
季

節
の
到
来
で
あ
り
ま
し
て
、
何
か
こ

の
先
に
明
る
い
希
望
の
持
て
る
素
晴

ら
し
い
出
来
事
が
起
こ
る
よ
う
な

気
持
ち
で
す
。

　

去
る
２
月
20
日
に
は
、
大
宮
、

御
前
山
会
場
で
議
会
報
告
会
を
開

催
し
ま
し
た
が
、
平
日
に
も
関
わ
ら

ず
市
民
の
皆
様
多
勢
参
加
頂
き
ま

し
て
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
様
か
ら
頂
い
た
貴
重
な
ご
意
見

を
参
考
に
し
て
議
会
運
営
に
努
め

て
参
り
ま
す
。
議
会
広
報
に
つ
い
て

ご
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。委

員　

田
沢　

祐
男

まち
かどか

ら…
まち
かどか

ら…


